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副   議  長  日程第１「一般質問」に入ります。 

昨日に引き続き、事務局は録画の準備をお願いします。 

          それでは、一般質問を通告順に行います。受付番号第７号 石内浩君の一般

質問を許します。登壇願います。 

９ 番 石  内  おはようございます。一般質問をいたします。受付番号第７号 質問議員、

９番 石内浩。件名、町民サービスについて。 

要旨、町は過去に例がない大事業が続くが、町民のきずなや住みやすさの観

点から、以下の点につき、町の考え方を聞きたい。 

（１）20年ほど前の中学校体育祭では、校長名での地域住民への協力依頼が

回覧されていた。西側フェンスの管理を含め、地域の協力、見守りが必要と思

われるが。 

（２）ロマンスカーの停車駅でなくなり、「ふじさん号」の利用客も少ない。

沿線観光地のアピールや乗客増員キャンペーンなどの地元支援も必要ではない

か。 

（３）松田町にとって必要である県立足柄上病院が、独立行政法人となって

久しいが、現状の課題と成果は。 

以上、よろしくお願いします。 

教   育  長  それでは、石内議員の御質問に順次お答え申し上げます。私からは、１点目

の質問の松田中学校西側のフェンスの管理も含め、地域の協力、見守りについ

てお答えさせていただきます。 

以前は、学校長から近隣のお住まいの方々に対しまして、体育祭前の練習時

や当日の放送音、生徒の声、砂ぼこりなどの理解、あるいは当日に向けての校

地内の環境整備への参加依頼、体育祭の生徒の見守りなどの協力依頼をさせて

いただいておりました。昨今、学校においては、体育祭だけではなく、さまざ

まな形や内容で、地域の方々への協力依頼をさせていただいていることがある

と思います。また、中学校では令和３年度から全面実施となります新学習指導

要領で、よりよい学校教育を通じて、よりよい社会をつくるという理念を学校

と社会が共有し、社会と連携・協働しながら、未来のつくり手となるために必

要な資質・能力を育む社会に開かれた教育課程の実現を重視しております。そ
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の実現に向けては、組織的・継続的に地域・家庭・学校の連携と協働を深めて

いくことが大変重要であると言えます。 

御質問、御指摘のとおり、学校教育活動の充実は、地域や保護者の皆様方の

連携は不可欠であり、御理解と御協力をいただかなければ、教育目標の実現は

あり得ません。町民のきずなや住みやすさにとっても、保護者、地域の皆様方

の協力、見守りはとても重要なことであります。中学校においては、新生松田

中学校になり、学校も地域との連携をより深め、地域に根差した開かれた学校

づくりを推進しております。今後、予測困難な社会の急激な変化に対応できる

質の高い教育の推進、地域とともに歩み続ける学校づくりを、一層進めてまい

ります。 

 西側のフェンスの管理についてですが、御質問のとおりかなり古くなり、破

損している箇所も見られます。また、西側フェンスから住民宅の入り口、開閉

式ネットではあります。このネット入り口から、ボールが入ってしまうという

ことも学校から聞いております。今後、フェンスの整備方法及び管理につきま

しても、検討していきたいと考えております。 

今後もぜひ、学校教育に対する理解と協力が得られ、地域、家庭と学校の連

携が深めていけるように、御支援をお願いしたいと思います。 

          ２点目、３点目の御質問は、町長から回答させていただきます。 

町      長  おはようございます。よろしくお願いいたします。続きまして、２点目、３

点目は私のほうから御回答させていただきます。 

まず、小田急線新松田駅は、平成30年３月のダイヤ改正に伴い、ロマンスカ

ーの停車がなくなりましたことは、御承知のことと存じます。その主な理由に

つきましては、お客様の利用実績として利用者の減少が続き、将来の状況を予

測された結果、事業性やリスク、コストの面から取りやめになったというふう

に伺っているとこでもございます。今、我々にできることは、日ごろから公共

交通を利用して、みんなで乗り、支え、守り、育てることが必要ではないかと

いうふうにも考えております。 

そこで現在、松田町が連携を行い、取り組んでいる事業といたしまして、ま

ずソフト事業につきましては、ＪＲ東海様との連携として、世界文化遺産の富
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士山を生かしたさまざまなイベントなどの積極的な情報発信や、県鉄道輸送力

増強促進会議や、県外の御殿場市などを初めとする10市町で構成されました御

殿場線利活用推進協議会において、公式サイト「ごてんばせんネット」による

各市町の地域資源を生かしたイベントや魅力発信事業、広域観光マップや沿線

カレンダーの作成、写真コンテスト、また、ロマンスカー「ふじさん号」等の

増発便に対する要望活動など、公共交通網の維持増進に向けて、利用増加を働

きかけ、利便性を高めてまいっているとこでもございます。 

また、町では本年度、公民連携により、駅を中心とした交通案内所の充実を

図るため、外国人対応や案内、休憩機能の充実についても取り組んでいるとこ

でもございます。 

こうした要望活動や施設の機能を高め、沿線の観光地と連携したイベントの

ＰＲ強化や乗降増員キャンペーンについて、期間限定にて特急ロマンスカー

「ふじさん号」の増発便を、ＪＲ東海様が独自で小田急電鉄様と連携して行っ

ていただいていますので、町としてはさらなる連携協力を進め、特急ロマンス

カー「ふじさん号」の利用客をふやして、増便につなげてまいりたいというふ

うに考えております。 

また、観光ＰＲにつきましては、近隣市町や地元町民とも連携し、地域の資

源を生かしたハイキングイベントや、寄地域でのお茶摘みなどを含めた農業体

験ツアーや、仮称ではございますが、御殿場周遊一日パスポートなどのお得感

やサービスを演出するなど、お客様がリピーターとなって乗ってきたくなるよ

う、計画的に地域とＪＲ東海様と相談させていただきながら、どのような連携

がベターなのか、調査研究してまいりたいとも考えています。 

このようなイベントを多く企画し、より多くの来町者の安全・安心な空間を

確保するためにも、ハード整備といたしまして、新松田駅周辺環境の整備は、

セットとして必要であるというふうに考えております。そのため、鉄道駅周辺

の総合的機能の更新に向け、安全性や利便性の向上、中心市街地の活性化、魅

力の創出等につなげるため、地権者や地域住民の皆様、ＪＲ東海様、小田急電

鉄様初め関係諸団体と連携を取り、駅周辺整備の基本的な構想を計画し、交通

の結節点としての役割をしっかりと果たしたく存じているとこでもございます。
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今後、松田町への交流人口や地域との多様にかかわる方々、いわゆる関係人口

の増加は、定住促進を図っていく上で町に大きな強みとなりますので、交通の

利便性を生かした取り組みは欠かせない条件と考えているとこでございます。

これまで以上に国・県及び神奈川県・静岡県両県の自治体と歩調を合わせ、ま

た行政、町民と継続してさまざまな要望を掲げ、実現できるように取り組んで

まいります。あわせて、地域公共交通を育てていくためには、多くの方々が公

共交通を利用することで、環境対策や健康面においても重要な取り組みでござ

いますので、まずは利用増加に向けた取り組みを、積極的に行ってまいりたい

というふうに考えております。 

          次に、３つ目の御質問にお答えをさせていただきます。神奈川県立足柄上病

院は、県西地域の中核的総合病院であり、高度専門医療、救急医療、災害医療、

感染症医療などを担うとともに、地域の特性に対応した医療を提供していただ

いておるところでもございます。昭和25年に県立足柄上病院として発足し、平

成22年４月に運営の自由度が増し、柔軟な対応が取れるよう、地方独立行政法

人に移行され、地方独立法人神奈川県立病院機構神奈川県立足柄上病院となり、

足柄上地域の医療環境や経営状況に応じた柔軟で弾力的かつ効率的な病院経営

を行っております。 

地方独立行政法人は、県が定める５年間の中期目標に基づき、具体的な実施

計画を作成し、計画に沿って運営を行い、毎年度の業務実績評価と５年ごとの

業務実績評価を受けておられます。足柄上病院より情報提供をいただいた内容

につきましては、入院患者数等は、独立行政法人化前の平成21年度の入院延べ

患者数が６万9,633人、外来延べ患者数が15万2,247人であったものが、平成29

年度には入院７万4,812人、外来が12万8,681人、平成30年度で入院が８万740

人、外来が12万3,589人となり、入院延べ患者数はふえているものの、外来延

べ患者数は減少傾向にあるようでございます。 

これは、この理由といたしましては、地域の中核的総合病院として位置づけ

られたことにより、患者はまず地域のかかりつけ医の診療を受け、必要に応じ、

紹介状により受診する病院となったことと、今まで通院していた患者が高齢と

なり、通院が困難になり減少したことが主な理由のようでございます。一般の
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病院では、高度な手術等を実施する診療科や患者の多い診療科等にシフトする

ことにより利益を上げることもできますが、足柄上病院の場合は、患者が少な

くても地域に必要な医療を提供するため、利益が上がらず、病院単体では赤字

経営となっておりますが、地方独立行政法人神奈川県立病院機構全体で支える

体制となっております。病院としては、地域に必要な医療を継続的に提供し、

特に地域の課題であるロコモティブシンドロームやフレイルなど、増加する高

齢者の医療ニーズに沿った柔軟な対応が必要と考えているとのことでもありま

した。 

私といたしましては、医療機器の更新や常勤の小児医療医１名を確保される

など、足柄上病院も大変な努力をされている状況に感謝申し上げつつ、要望の

多い産婦人科や小児科の医師の充実についても引き続き要望を行い、町はもと

より、足柄上地域の住民の生命を守る大切な総合病院であり、災害時の拠点で

もありますので、いつまでも存続していただけるよう、１市５町が連携協力し、

県に対しても御支援の継続をお願いしてまいりたいというふうにも考えており

ます。以上です。 

９ 番 石  内  丁寧な回答、ありがとうございました。特に、教育長のほうから学校の内容、

詳しく調べていただきまして、ありがとうございました。最近、学校絡みの痛

ましい事故が続いてるということで、いわゆる地域との関係良化を図るために

ということで質問させていただいてるんですが。先ほどの話の中にありました、

校長名でのお願いの中にですね、いわゆる先ほど教育長から話がありました予

行練習含めて２週間ぐらいの間、お騒がせしますと。大変詳しく調べていただ

いておると思います。 

ただ、それを受けましてですね、地元で何年前からですかね、５月に一斉に

側溝掃除というのをやってるんですが、それを拡大しまして、中学校の体育館

の前の側溝。あそこまで、いわゆる消防団のホースを継ぎ足しましてですね、

消火栓から全部あそこきれいにして、体育祭の前までにきれいにしておこうと

いうようなことの活動も進めてます。あそこの道の雑草を取るとか、そういう

ことでいい関係つくってきたと思いますのでね、ぜひ、その辺の理解もしてい

ただきたいと思うんですが。 
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それと、先ほどネットの話ありました。確かに、あのネットも四、五十年以

上だと思いますね。もう、さびも出てますのでね。ぜひ、これは新しい新生中

学校ということもありますので、更新のほうをぜひお願いしたいと思います。

特に、今困ってるのはですね、あそこに今、教育長のほうからも話がありまし

た移動式のネットで、住民の人が閉められていれば、それを開けて通行すると

いうことになってるんですが。あそこに、何ていうんですかね、重りで鎖を垂

らしてるんですよ。それが、下のグレーチングプレートに入っちゃって、なか

なか取れなくなったりですね。中の住民も若いうちは皆さん余り文句も言わな

い。今は文句出ることほとんどないんですけどね。ただ、そういうもう体力的

に大変な時代を迎えてる人たちも多くなってきましたので、ちょっと何かやっ

ぱり考えていただきたい。 

それと、ボールの話なんですが、最近になって特にそうなんですが、野球と

サッカーの、何ていうか、スペースの取り合いかもわからないですが、西側で

やっぱりサッカーがやる。あれを飛び越えて、やっぱりサッカーのボールがか

なり入ってくるんですね。そうすると、傷が車につくとか、ガラス割るという

ことは、今まで一つもなかったと思うんですが、一々生徒が謝りに来る。この

前たまたま私のところに、先生が私の車にぶつかったということでね。ボール

が。直接謝りに来られて。こういうことがいいのかどうかね。生徒と先生が直

接頭を下げに来る。こういう実態というのは、やっぱり考えざるを得ないと思

うんですが、その辺について見解があれば言っていただきたいと思います。 

教  育  課  長  ただいまのネットフェンスにつきましては、校長にも聞き取りをしました。

そういったことがあったということを、教育委員会のほうでも報告を受けてお

ります。早速ですが、現場を見させていただきまして、対応…どのように対応

できるかということを考えていきたいと思っております。また、生徒と先生が

謝りに来るという実態も聞いております。ネットの原因でボールが入るという

こともございますので、繰り返しになりますが、対応について、現場をよく見

させていただきまして、検討していきたいと思っております。 

９ 番 石  内  かなり微妙な話なので、対応をしていただければね、そういう解決できると

思いますので、ぜひうまいアイデアを出していただいて、お願いしたいと思い
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ます。 

もう一つですね、いわゆるグラウンドが町の場合は開放的で、よその町から

うらやましがられてると思うんですよ。確かに、警備員が入られまして、日中

はその警備員の影響だと思うんですが、生徒のあいさつもすばらしいし、通学

路もしっかりしてるし、私はすばらしい成果が上がってると思うんです。ただ、

最近はないんですが、以前は夜間、自転車が入ったりオートバイが入ったり。

私ども若いときは追っかけて出したこともあるんですけどもね。御存じのよう

に、周りがみんな年取ってきましたので、今これからできるかなといったこと

は大変難しいんですけども。今はこの10年間ぐらいは聞いておりません。ない

と思うんですが。ただ、１件怪しかったのは、一番近いうちの人から聞いた話

なんですが。朝、明け方ですね、３時か４時の間に十数人の人が来て、ソフト

ボールの試合をやったらしいですね。朝の明け方７時ごろになって終わって、

ああ気持ちよかったとみんな帰ったというんですけど。えーっと思ったんです

けども。それがいいかどうかは別として、やっぱり昼間はともかく、夜間ので

すね、警備がどうなのかなと思うんで、その辺はやっぱり警備員つけるとか何

とかじゃなくて、今、警備会社でそういう警備の仕方も常駐しなくてもできる

と思いますしね。カメラをつけるとか、何か方法があるんじゃないかと思うん

ですけども。いずれにしても、そういう実態を学校当局、町として捉えられて

いたのかどうか、まずそれを確認したいと思います。 

教  育  課  長  夜間の１件と、朝のそういったソフトボールで利用してるということは、現

実的に捉えておりませんでした。ちょっと学校等にもですね、聞き取りいたし

まして、あと、御近所の方にもそういった実態をよく聞き取りしながら、学校

でどういうふうなことができるか、または教育委員会としてどういうふうな指

導をしていくか。持ち帰りまして、御近所の皆様にも安心して生活できるよう

にしていきたいと思います。 

９ 番 石  内  学校の問題については、そういうくらいでお願いしたいと思うんですが。い

ずれにしても、グラウンドそのものもですね、大分土の状態が悪くて、きのう

も雨で半日ぐらいグラウンド使えないんですよね。今、学校、先生方がすごく

一生懸命やって、すぐもう土を入れたりなんかされてるんですけども、ちょっ
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とあれは土の交換も早めにやってもらって。よく私言うんですけども、昔、町

民大会といって、各地域が全部あそこに集まって大会やってたんですけど。そ

のときは前日がどしゃ降りでも翌日パッともうできたんです。そのぐらい水は

けがよくて、土もよかった。水はけの問題については、以前よりも相当町側で

もやっていただいて、排水の関係はよくなっているはずなんですが。それでも

一旦雨が降ると、ほとんどすぐは使えない状態。そんなことがありますので、

グラウンドの土の交換の問題についても、ぜひ検討の一つにしていただきたい。

これについて、御回答よろしくお願いします。 

教  育  課  長  水はけの問題ですが、昨年度、校庭前のグレーチングの中をまとめて清掃し

た経過がございます。また、その後についても、経過を見守りながら清掃を行

っておるところでございます。グラウンドの土につきましては、入れかえにな

りますと多額な経費もかかることでございますが、こういう意見といたしまし

て、検討の中の一つとして行ってまいりたいと思います。 

９ 番 石  内  学校の関係については以上ですので、ぜひ、よろしくお願いしたいと思いま

す。 

２番目のロマンスカーの件なんですが、先ほどもほとんど回答いただいたの

で、これ以上のあれはないんですが。私、今ちょっと週２回ぐらいロマンスカ

ー使って新宿まで行ってるんですが、「ふじさん号」ときたま乗るんですけど、

ほとんど乗客いないですね。これは、政策上、小田急がどういう形で「あさぎ

り号」から「ふじさん号」にしたのかどうかもわからないですけども。聞くと

ころによると、山梨県側では富士登山鉄道をつくろうと。富士山へ登るための

鉄道をつくろうというような話も持ち上がってるようですね。「ふじさん号」

にしたというのは、やっぱり富士山が見えるから「ふじさん号」にしたんだろ

うけど、御殿場まで行く間にはほとんど見えないんですよね。そんな形でどう

なのかなということがあるんですけど。先ほどの町長の、確かに今いろいろ乗

車率を上げるための活動は、各町でもやってると思うんですが。ぜひですね、

もっと呼び込みというか、交流人口をふやす、また「ふじさん号」に乗るため

の施策をですね、地元でつなげていっていただきたい。そうしないと、またロ

マンスカーそのものもなくなっちゃうんじゃないかなと危惧するわけなんです
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が。 

それともう一つは、ぜひ、今度駅周辺の開発のときにですね、新松田と松田、

これ松田駅に統一していただきたい。これは要望でしかないんですが。今、新

宿行ってますとですね、急行電車が小田原駅と新松田駅と同じぐらいの本数出

てるんですね。あれっと思うんです。これは小田急の運営の仕方なのかと思う

んですが。かなりそういう意味で、新松田の名前が売れてます。ただ、やっぱ

り松田で売り込みたいので、町田の例じゃないんですけども、昔は各駅停車は

新松田と新原町田行だったんですよね。そんなことで、やっぱり松田町という

ことであるとすれば、駅は松田で統一する。そんなことも将来的に考えていた

だきたい。その辺についてもしあれば、お答えしていただきたいと思います。 

政 策 推 進 課 長  それでは、まず１点目なんですけれども、まず「ふじさん号」ということで、

名称が「あさぎり」さんから「ふじさん」のほうに変わった便もございます。

今ですね、９本が定期的に出ております。ＪＲさんのほうにですね、直接この

利用状況を聞いたところなんですが、平成28年度から、ほぼ横ばいだというよ

うな状況は今聞いてるところでございます。ただですね、やっぱり乗り育てる

ということで、まず乗ってもらうことが、まず第一と。行政としてできること

はですね、要望してるよということだけではなく、それを皆様のほうに、今後

将来に向かってどのようになっていくかというのを徹底的に周知していって、

やっぱりみんなで乗り育てていくということで努めていきたいと。またですね、

小田急さんのほうが、御殿場のアウトレットのほうにですね、大きな宿泊施設

とか温泉機能をですね、平成32年、令和２年度までに完成をし、そことうまく

連携をしていくということがございますので、そうした観点で富士山…世界遺

産の富士山と、そういうものをつなぎながらですね、松田町も徹底的に周知を

し、皆さんで乗って育てていきたいというふうに考えております。 

またですね、２つ目の駅名につきましては、平成26年度にですね、企画課の

ほうで直接小田急さんにそういう要望を言ったときがございます。駅名を変え

るのは幾らぐらいかかるのかとか、そういう…そのときはちょうど100周年記

念のときにですね、そういう提案をしていこうということがあったので、その

とき数千万円の金額がかかるということは言われたんですが、今後もですね、
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やっぱり大きな一つの、今提案させていただいたものはですね、真摯に受けと

めて、今後の駅名も含めてですね、利用者の増加に向けて努めていきたいとい

うふうに考えているところでございます。以上です。 

９ 番 石  内  ありがとうございます。ぜひそういう方向で進めていただきたいと思います。 

３つ目にいきます。上病院の件について、町長からかなり詳しい説明があり

ましたので、ほとんどもう再質問はないんですけども。独立行政法人そのもの

について、ちょっと確認させていただきたいんですが。中期計画、それとそう

いうものについての、何ていうんですか、公開。そういうものが、一応条文上

出てるんですけれども、その内容が見たことないんですよね。パソコンの中で

引っ張り出してみても、理事というか役員がほとんどお医者さん絡みしかいな

い。地元からのこういうものに入るというか、そういうあれがないのかなと思

うんですけどもね。そういうのを含めて、確かに今、上病院が苦しい経営とい

うか、一生懸命やられてるということはわかると思いますし。ただ、県立病院

で総合病院として残っているのは、上病院だけなんでね。地域性…この地域性

もあって、ぜひこれだけは残してもらわなきゃいけない話ですし。これは先ほ

どの町長の話の中にもありました。そういう意味も含めてですね、もう少し、

何ていうかな。内容について、協力すべきは我々が協力できるような内容が出

てくるような、何かそういうものが欲しいなという気がするんですが。その辺

について、どうなんですかね。自治体として、そういうものに入り込める余地

があるのかどうか。それだけちょっと確認したいと思うんですが。 

子育て健康課長  まずですね、中期目標とか、そういうのはホームページのほうで載っており

ます。あと、業務実績評価書とかいうのも載っております。役員につきまして

は、選出方法とか、そういうのはちょっとうちのほうではわからないので、ち

ょっとお答えできないんですけれども。それとですね、上病院としては、地域

のために診療科をなくさないようにして頑張っているので、各近隣の自治体の

方にも御協力はしていただきたいという話は伺ったんですけど、具体的に何を

してくれというのは、特にそのときはお話はございませんでした。すいません。 

９ 番 石  内  その程度の答えしか出ないのはわかりますので、今回については、そういう

ことで終わるんですけれども。ぜひ何かの機会にですね、この辺のいわゆる地
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元の声が届くという言い方が当たってるかどうかわからないですが、何かそう

いう総意が病院側に伝わるような内容のものが出てくるような、できるような

ね、ものがあってもほしいと思いますので、その辺についてもしチャンスがあ

れば、よろしくお願いしたいと思います。 

病院の関係について一つ提案なんですが、先ほども町長の話の中で、災害時

のセンターというか、そういう意味での支援の一助になるという話があったん

ですが。２号館について、ちょっと開業医のある人から言われたことがあるん

ですが。あそこ災害時の収容所、それにしてもらえないかと。そうすれば、ほ

かの開業医もあそこに飛び込んでいって、一緒になってお手伝いできるんじゃ

ないかと。こんな提案されたことあったんですけど。これも非常に難しい話だ

と思うので、何かのチャンスがあれば、そんなことをどこかで伝えていただき

たいなと思うんですが、それについていかがでしょうか。 

子育て健康課長  災害時の医療につきましては、上医師会とのお話では、自分のところの診療

所が無事であれば、そこで診療するという形になっていますので、上病院の２

号館を自分のところの診療所が…診療できない方が集まって、そこで治療をす

るような施設として位置づけられるかどうか、ちょっとまた相談させていただ

きたいと思います。 

９ 番 石  内  最後になりますけれども、上病院の…先ほども出た、データで取り上げてみ

ると、寄附を募っているんですよね。これは先ほども町長の報告がありました

ように、大変財政上難しいので、これはしょうがないと思うんですけれど。そ

ういうのが伝わってきてないので、もし本当にそういう実態であれば、地元と

してある程度のことを考えていかなきゃいけないんじゃないかと思うし。それ

が、金を出すことがいいのかどうかは別としてですね、それやっぱり一つには、

実態というか、そういうものがある程度わかるような形の中で、そういう仕組

みがつくれていければいいと思うんですけども。大変難しい取り組みになると

思うんですけども。その辺で何かあればお聞きしたいと思うんですが、いかが

でしょう。 

子育て健康課長  上病院に確認しましたところ、財政が苦しいから寄附をお願いしますという

ことで宣伝を載せてるわけではなく、常時、寄附受け付けてますよという形の



 14 

お知らせとして載せているということでした。それと、あとはですね、できれ

ば町、近隣の市町村が一緒になってですね、県のほうに上病院の存続について

働きかけていただきたいというお話はございました。 

９ 番 石  内  時間もあるんですけども、一応回答として私の望むような話が出てきており

ましたので、これにて終わらせたいと思います。ありがとうございました。 

副 議 長  以上で受付番号第７号、石内浩君の一般質問を終わります。 

          

 


